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ロンドン・オリンピック　【日本選手成績】
2012年8月5～7日＝男子グレコローマン、8～9日＝女子、10～12日＝男子フリースタイル　英国・ロンドン

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 準決勝or敗復戦 ファイナル 順位

55kg級
（19選手）

湯元　進一
（自衛隊）

BYE
○2－1

（0-1=2'06",4-2,1-0=2'04"）
Kim Jin-Cheol
（韓国）

○2－0
（4-1,TF6-0=1'10"）
Mihran Jaburyan
（アルメニア）

●1－2
（0-1,4-0,2-0）

Vladimer Khinchegashvili
（グルジア）

○2－0
（1C-1,1L-1）
Radoslav Velikov
（ブルガリア）

3位

60kg級
（19選手）

湯元　健一
（ＡＬＳＯＫ）

BYE
○2－0

（2B-2,2C-0）
Yowlys Bonne
（キューバ）

●0－2
（0-1,2-2B）
Toghrul Asgarov
（アゼルバイジャン）

○2－0
（TF6-0=1'28",3-2）
Tim Schleicher
（ドイツ）

●1－2
（1-0=2'09",0-3,3-1）

Scott Coleman
（米国）

5位

66kg級
（19選手）

米満　達弘
（自衛隊）

BYE
○2－0
（1-0,1L-1）
Livan Lopez
（キューバ）

○2－1
（0-1=2'30",1-0,5-0）
Haislan Veranes
（カナダ）

○2－0
（2-0,1-0）

Jabrayil Hasanov
（アゼルバイジャン）

○2－0
（1-0,3-1）
Sushil Kumar
（インド）

優勝

74kg級
（19選手）

高谷　惣亮
（ＡＬＳＯＫ）

●0－2
（0-1,0-1）
Ashraf Aliyev

（アゼルバイジャン）

16位

96kg級
（19選手）

磯川　孝生
（徳山大職）

○不戦勝
Nathaniel Tuamoheloa
（アメリカンサモア）

●0－2
（0-1,1-2）

Magomed Musaev
（キルギス）

8位

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 準決勝 ファイナル 順位

55kg級
（19選手）

長谷川　恒平
（福一漁業）

BYE
○2－0
（1-0,3-0）
Elbek Tazhyiev
（ベラルーシ）

●0－2
（0-3,0-2）
Hakan Nyblom
（デンマーク）

10位

60kg級
（19選手）

松本　隆太郎
（群馬ヤクルト販売）

BYE
○2－0
（1-0,5-0）
Rahman Bilici
（トルコ）

○2－0
（1-0,1-0）
Tarik Belmadani
（フランス）

●0－2
（0-1,0-1）
Omid Noroozi
（イラン）

○F、3P1'07"
（1-2,3-1,F3-0）
Almat Kebispayev
（カザフスタン）

3位

66kg級
（19選手）

藤村　義
（自衛隊）

BYE
●0－2
（0-3,1-3）
Justin Lester
（米国）

13位

96kg級
（19選手）

斎川　哲克
（両毛ヤクルト販売）

BYE
●0－2
（0-2,0-1）
Jimmy Lidberg
（スウェーデン）

17位

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 準決勝 ファイナル 順位

48kg級
（19名）

小原　日登美
（自衛隊）

BYE
○Ｆ、1P0'48"

（F5-0）
Maroi Mezien
（チュニジア）

○2－0
（2-0,5-0）
Isabelle Sambou
（セネガル）

○2－0
（2-0,2-1）
Carol Huynh
（カナダ）

○2－1
（0-4,1-0,2-0）
Mariya Stadnyk
（アゼルバイジャン）

優勝

55kg級
（19名）

吉田　沙保里
（ALSOK）

BYE
○2－0
（1-0,1-0）

Kelsey Campbell
（米国）

○2－0
（1-0,2-0）
Yuliya Ratkevich
（アゼルバイジャン）

○2－0
（1-0,2-0）

Valeriia Zholobova
（ロシア）

○2－0
（3-0,2-0）
Tonya Verbeek
（カナダ）

優勝

63kg級
（20名）

伊調　馨
（ALSOK）

BYE
○2－0
（4-0,2-1）
Martine Dugreier 
（カナダ）

○2－0
（1-0,4-1）

Henna Johansson
（スウェーデン）

○2－0
（4-0,2-1）

Battsetseg Soronzonbold 
（モンゴル）

○2－0
（3-0,2-0）
景瑞雪
（中国）

優勝

72kg級
（18名）

浜口　京子
（ジャパンビバレッジ）

BYE
●1－2

（1-5,1L-1,0-4）
Guzel Manyurova
（カザフスタン）

11位

【男子フリースタイル】

【男子グレコローマン】

【女子】

※Ｆ＝フォール勝ち、ＴＦ＝テクニカルフォール勝ち、Ｌ＝ラストポイント、Ｂ＝ビッグポイント

福田富昭会長
「日本男子レスリングも復活の兆しが見えてきてうれしく思

う。今回の金メダルの意味は非常に大きい。日本レスリン

グの復活と、日本スポーツ界の中にレスリングの占める位置

が確立できたこと。2020年の東京オリンピックが決まった

らリオデジャネイロを捨て、東京を目指して若手の育成をす

る。それくらいオリンピックで勝つのは大変。先を見据え

たプランでいきたい。育てるのに10年はかかるから」

髙田裕司専務理事
「吉田は開会式の旗手もやって結果を出した。本当によかっ

たです。伊調と吉田は４連覇するかもしれない。でも、若い

選手が出てくることも我々の願いです。次の選手達がロシ

アの55kg級とか72kg級とか、ああいう体のいい選手に勝た

なければならない。吉田と伊調を破るような選手が出てこ

なければいけない。男子レスリングはずっと悔しい思いを

してきた。男子もスターが生まれたので、伝統を作っていっ

てほしい」

男子フリースタイル60kg級
5位の湯元健一

男子フリースタイル74kg級　
高谷惣亮

男子フリースタイル96kg級　
磯川孝生

男子グレコローマン55kg級　長谷川恒平 男子グレコローマン66kg級　藤村　義

男子グレコローマン96kg級　斎川哲克 女子72kg級　浜口京子

ロンドン・オリンピック　役員コメント 佐藤満・男子強化委員長
「米満が目標の金メダルを取ってくれ、うれしいし、頑張りに

感謝している。4年間の成果だけではなく、ジュニア時代か

ら接してきて選手がこちらの指導方針を理解してくれ、必死

にやってきた成果だと思う。チーム全員が同じ方向を向い

ていた。チームとしての金メダルだと思う。体を張ってやっ

てきたコーチ陣に感謝したい」

栄和人・女子強化委員長
「吉田はワールドカップで負けて自信を失くしていました。

オリンピック3連覇と旗手とでプレッシャーは相当なもので

した。髙田専務理事の技術指導や、福田会長、富山常務のア

ドバイスをいただき、失点0の完ぺきな優勝を遂げることが

できました。伊調はロンドン入りしてから足首をねん挫し

ましたが、地力とこれまでの蓄積の勝利でした。小原からは

優勝への強い執念を感じました。浜口は惜しい負け方でし

た。全体では金メダル3つで、うれしいです。みなさんのご

指導やご協力のおかげと感謝しています。これに甘んじる

事なく、次のオリンピックではさらに上を目指します」

巻頭特集  ロンドン・オリンピック


